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　農業者の後継者不足のなか、地域農業の担い手となる中心経営体を確保するため、地域農業者の

意識醸成を図るとともに、営農組合や集落営農の立ち上げにおける専門的支援を行われたい。

①農地利用の集積･集約化

　農業委員会が実施する農地パトロールや利用意向調査などの取組と連携し、遊休農地の解消を図

られたい。また、農地所有者の管理意識向上のための啓発、指導等を推進されたい。

②遊休農地の発生防止･解消

　農作物被害軽減のための侵入防止柵の設置・管理についての周知や資材価格高騰に応じた補助拡

充のほか、水田等で異常繁殖しているジャンボタニシの被害防除に関する補助を行われたい。

④有害鳥獣等の対策強化

　国の災害復旧事業の対象とならない小規模な畦畔の崩落等の災害において

も、市独自の支援策を拡充されたい。

⑤自然災害対策

　農業を担う新たな人材を育てるため就農支援塾を開設し、市内での営農を希望する新規就農者が

農地を利用しやすくなるよう地域農家制度を運用しているが、新規就農者が地域農業の担い手とし

て定着していけるよう関係機関や団体と連携し支援されたい。

③新規就農者の参入支援

農地等利用最適化農地等利用最適化に向け

市長市長に意見書意見書を提出提出
農地等利用最適化に向け

市長に意見書を提出
　７月31日、農業委員会の小濵会長、

中村副会長から福岡市長に対し、「茨木

市農地等利用最適化推進施策に関する意

見書」を提出しました。あわせて、農業

者の後継者不足に集約される様々な課題

や近年の農業を取り巻く情勢について、

意見交換を行いました。

　本意見書は、地域の農業が持続的に発

展できるよう農地利用の最適化の推進に

向けた施策改善を提言するため、地域の

意見を集約し市長に手交しています。

意見書の主な内容

福岡市長に意見書を手交する小福岡市長に意見書を手交する小濵会長（写真中央）、中村副会長（同左）会長（写真中央）、中村副会長（同左）福岡市長に意見書を手交する小濵会長（写真中央）、中村副会長（同左）

詳しくは

右図読み込み　 　  △ △ △

　市では、令和７年度農林業施策関連事業費として、約３億円（農業委員会経費を含む）の予算を

確保しており、その中から主な事業をご紹介します。

　ほかにも、れんげ米栽培等への助成や大阪府エコ農産物栽培認定の取得促進など、安心・安全な

農産物栽培への支援や森林整備の推進などの事業を実施しています。

農の担い手の確保・支援 （約2,300万円）

　農機具の操作や栽培管理等の知識･技能の修得を支援する「就農支

援塾あぐりば」で、新たな農業人材を確保･育成。さらに、農家以外

でも農地の貸借が可能となる市独自の「地域農家制度」を着実に運用

し新規就農を支援。

遊休農地の解消 （約50万円）

　実態把握や解消のための調査、指導とともに遊休農地化の未然防止

を農業委員会と連携して実施するほか、農地中間管理機構を介した明

瞭簡潔な農地貸借を促進。加えて、遊休農地を借り手が復旧するため

の草刈り等費用の助成も行います。

有害獣対策の実施 （約500万円）

　有害獣の捕獲活動や侵入防止柵設置等に対する補助の拡充。
　※予算に限りがありますので、すべてのご要望に対応できない可能性があります。

水路や農道の改修工事等 （約3,700万円）

　農業生産基盤施設の改修･維持工事などに対する補助。

茨木市農林業施策
令和７年度

令和７年度 農業委員会活動計画を決定
　４月２４日、福岡市長、福丸市議会議長、西上茨木市農業協同組合代表理事組合長等を来賓に招

き、委員総会を開催しました。前年度の活動報告とともに、令和７年度茨木市農業委員会活動計画

を以下のとおり議決しました。

　さらなる効率的な農業経営のため、貸し借り

のマッチングによる集積を促進。

　今年度の新規集積目標を0.5ヘクタールに設定。

■農地の集積

　農地パトロールや関係機関との連携により遊

休農地の発生防止と解消を図る。

　今年度0.2ヘクタールの解消を目指す。

■遊休農地の解消

　新たな担い手の確保・育成により、新規参入

を促進する。

■新規参入の促進

総会の様子総会の様子総会の様子
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中井推進委員

田植えイベントの様子田植えイベントの様子田植えイベントの様子

「あぐりば」での様子

まちと里山の交流や市内農産物のPRの場とし

て今年も開催します。品評会入賞者には豪華

賞品も。ぜひ自慢の野菜をご出品ください。

６万人が訪れる農業の祭典！！

　　　　品評会への申込み受付中！

日時：11月29日（土） 午前９時30分～午後４時
　　　　　　　　　　　（開会式は午前９時～）

　　　　 　30日（日） 午前９時30分～午後３時

会場：茨木市中央公園グラウンド
　　　（市役所北側）

品評会の申込みは

10月10日（金）まで

詳しくはお問い合わせ

農林課

☎620－1622

第49回 農業祭
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